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【内容要旨】（1,200字以内） 
目的：膠芽腫は予後不良の疾患で、摘出術、放射線化学療法を組み合わせた集学

的治療が行われるものの、多くが 9 ヶ月以内に再発を来し平均生存期間は約 1

年半に過ぎない。再発形式には局所再発と遠隔再発があり、多くは局所再発を来

すが、近年摘出率の向上や局所再発予防の治療法開発により、局所再発のみなら

ず遠隔再発が問題となってきている。しかし現時点では遠隔再発を予測できる

分子マーカーは確立されていない。 

他の癌腫において治療抵抗性や再発の原因として腫瘍幹細胞が注目されている。

膠芽腫においても腫瘍幹細胞の存在が実証され、そのマーカーである CD133 の

発現が再発形式に関与しているという報告がなされている。一方で腫瘍の局在

が subventricular zone（SVZ） に関与しているものに遠隔再発が多いという報

告もある。成人において神経幹細胞は SVZに存在することから、SVZに腫瘍幹

細胞が存在しているものと推察されているが、CD133と SVZ、両者の関係及び

何れが遠隔再発により関与しているかは明らかになっていない。今回 CD133 の

発現と腫瘍の局在が SVZに関与しているか否かを統合し解析することで、再発

形式の予測因子を検討した。 

対象と方法：2009年 1月 1日～2018年 1月 31日山形大学医学部付属病院脳神

経外科にて治療を行い、病理組織診断にて膠芽腫と診断がついた 87例、および

東北大学医学部附属病院脳神経外科にて治療を行った膠芽腫 80例、計 167例

を対象とした。MRI にて腫瘍本体が SVZ に関与しているかで、関与あり

（ SVZ(＋)）、関与なし（ SVZ(－)）の 2型に分類した。経時的に撮像したMRI

で再発の有無、再発形式（局所再発、遠隔再発）を確認した。パラフィン包埋し

た摘出標本を CD133抗体で免疫組織化学染色し、陽性細胞を面積比で算出し発

現率を計測した。 

結果：腫瘍の局在が SVZ(+) 86例の CD133発現率は 14.8%で SVZ(－) 81例の

CD133発現率は 10.8%であり、有意に SVZ(+)で高かった。遠隔再発は SVZ(+)

の 15.1%、SVZ(－)の 27.2%に生じたが有意差は認めなかった。再発形式毎に

CD133 発現率を見ると、SVZ(+)の局所再発例が 12.5%、遠隔再発例が 26.8%、

SVZ(－)の局所再発例が 9.4%、遠隔再発例が 16.3%と、いずれも SVZに関係な

く遠隔再発例が局所再発例に比し CD133発現率が有意に高値であった。 

結論：CD133の発現率は SVZに関与するか否かに依存してくるものの、遠隔再

発に関与する因子は腫瘍の局在が SVZに関与しているか否かよりも、CD133 発

現率高値が危険因子であり、遠隔再発を予測し得るマーカーになる可能性があ

ると考えられた。 
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